
ニナ目カワザンショウ科 石川県カテゴリーオオウスイロヘソカドガイ 絶滅危惧Ⅱ類

なし国カテゴリー

生息情報が少ない稀種であり、また生息環境が限定される。県内の生息地の生息密度は低い。
選定理由

本州、九州。
国内分布

能登。
県内分布

飛沫帯より上方の草むら付近や、浸出水のある岩礁の日陰部分、海岸の打ち上げ物の陰など。
生　　態

殻は殻高8mmの茶褐色の円錐形。軟体は黒褐色で触角基部に眼がある。
形　　態

海岸線の開発。（A）
生存の危機

県内の分布

陸
産
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類

写真提供者:野村卓之

波打ち際に陰となる構造があること。
生息地の条件

 Paludinella tanegashimae (Pilsbry) 

km0 10 20


